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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結
累計期間

第76期
第３四半期連結
会計期間

第77期
第３四半期連結
会計期間

第76期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 51,366,37834,146,49414,251,72013,141,76060,945,362

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△14,000△1,299,610△794,668 167,777△1,522,041

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失(△)（千円）
△3,310,123△2,417,118△3,879,712147,484△5,592,199　

純資産額（千円） － － 17,840,01413,657,29215,432,831

総資産額（千円） － － 36,779,09738,009,93336,465,874

１株当たり純資産額（円） － － 840.09 641.17 726.58

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額(△)

（円）

△157.39 △114.93 △184.48 7.01 △265.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 48.0 35.5 41.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,624,675878,716 － － 1,089,518

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,894,051△1,246,024 － － △2,589,475

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
149,8961,478,503 － － 5,457,366

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,093,3316,253,1215,134,536

従業員数（人） － － 1,658 1,411 1,634

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第77期第３四半期連結会計期間は潜在株式
が存在しないため、また、第76期第３四半期連結累計（会計）期間、第76期および第77期第３四半期連結累計期
間については１株当たり四半期（当期）純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】
当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,411(97)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,193(87)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　　　　２．従業員数が当第３四半期会計期間において150名減少しましたのは、主として事業構造改革の一環として行った

早期退職優遇制度によるものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

マニュアルトランスミッション

（Ｍ／Ｔ）（千円）
930,401 59.6

四輪駆動装置（千円） 3,860,397 128.0

部品（千円） 7,556,510 100.5

産業機械（千円） 984,000 45.6

その他（千円） 73,620 115.3

合計（千円） 13,404,929 93.6

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高　
前年同四半期比
（％）　

受注残高
前年同四半期比
（％）　

マニュアルトランスミッショ

ン（Ｍ／Ｔ）（千円）
871,013 74.9 319,349 83.2

四輪駆動装置（千円） 3,642,168 211.5 1,250,708 260.6

部品（千円） 7,405,795 120.9 2,431,929 134.2

産業機械（千円） 1,010,333 51.3 448,784 74.4

その他（千円） 70,953 158.4 16,607 77.5

合計（千円） 13,000,264 117.9 4,467,379 135.4

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　　至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

マニュアルトランスミッション

（Ｍ／Ｔ）（千円）
935,884 60.2

四輪駆動装置（千円） 3,772,149 126.0

部品（千円） 7,494,005 99.9

産業機械（千円） 866,100 40.6

その他（千円） 73,620 115.3

合計（千円） 13,141,760 92.2

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

日産自動車㈱ 4,510,560 31.6 4,968,356 37.8

スズキ㈱ 4,833,395 33.9 3,834,113 29.2

ジヤトコ㈱ 1,725,948 12.1 2,369,143 18.0

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グル－プの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロ－に及ぼす可能性の

あるリスクについては、特段の変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、第２四半期から緩やかな回復基調にはあるものの依然とし

て厳しい状況が続いております。

自動車業界におきましては、中国やインドを中心とする新興国市場での販売増加がありましたが、北米や日本

においての販売は厳しい状況が続いております。

自動車部品業界におきましても、自動車生産の低迷を受け、経営環境は厳しい状況が続いております。 

このような環境の中、当社グループの売上高は、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は131億41百万円と前

年同期に比べ11億9百万円（△7.8％）の減少となりました。

利益面におきましては、売上高は減少したものの、緊急構造改革による合理化策実施の効果が表れ始め、営業利

益は１億86百万円（前年同期は８億42百万円の営業損失）となりました。経常利益は１億67百万円（前年同期は

７億94百万円の経常損失）、四半期純利益は１億47百万円（前年同期は38億79百万円の四半期純損失）となりま

した。

　

事業の種類別セグメントに申しあげますと次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

事業区分

第76期第３四半期

連結会計期間　

第77期第３四半期

連結会計期間　
増　　　　減

売上高
営業利益又は

営業損失(△)
売上高

営業利益又は

営業損失(△)
売上高

営業利益又は

営業損失

 Ｍ／Ｔ事業  1,555 △142  935  △81  △619(△39.8%)  60 －

 四駆事業  2,994  △545  3,772  85  777(26.0%)  630 －

 部品事業  7,503  △380  7,494  225  △9 (△0.1%)  605    －

 産機事業  2,134  216  866  △65 △1,268(△59.4%)  △281 －

 その他事業  63  8  73  22  9 (15.3%)  14(167.7%)

 消去又は全社  －  0  －  0  － －  0 －

 合　計  14,251 △842  13,141  186 △1,109(△7.8%)  1,028    －

　

１）　マニュアルトランスミッション事業（Ｍ／Ｔ事業）につきましては、ＳＵＶ及び商用車用Ｍ／Ｔの減少によ

り、売上高は９億35百万円と前年同期に比べ６億19百万円（39.8％）の減少となり、営業損失は81百万円（前年

同期は１億42百万円の営業損失）となりました。

２）　四輪駆動装置事業（四駆事業）につきましては、グロ－バルインセンテイブの影響もありピックアップト

ラック用トランスファーが緩やかな売上回復となり、売上高は37億72百万円と前年同期に比べ７億77百万円

（26.0％）の増加となり、営業利益は85百万円（前年同期は５億45百万円の営業損失）となりました。

３）　部品事業につきましては、ＣＶＴ用と小型車用部品が増加したものの、その他の部品が減産したことにより、

売上高は74億94百万円と前年同期に比べ9百万円（0.1％）の減少となり、営業利益は２億25百万円（前年同期

は３億80百万円の営業損失）となりました。

４）　産業機械事業（産機事業）につきましては、大型トラクター用パワーシフトトランスミッションの販売が大

幅に減少したことにより、売上高は8億66百万円で前年同期に比べ12億68百万円（59.4％）の減少、営業損失は

65百万円（前年同期は２億16百万円の営業利益）となりました。

５）　その他事業につきましては、売上高は73百万円と前年同期に比べ９百万円（15.3％）の増加、営業利益は22百

万円と前年同期に比べ14百万円（167.7％）の増加となりました。
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所在地別セグメントの概要は次のとおりです。

１）　日本国内におきましては、産機事業の売上が大幅に減少したことにより、売上高は129億47百万円と前年同期

に比べ6億89百万円（5.1％）の減少、営業利益は１億97百万円（前年同期は８億17百万円の営業損失）となり

ました。

２）　北米地域におきましては、四輪バギー用部品や北米向けのフォークリフト用トランスミッションの売上が減

少し、売上高は１億52百万円と前年同期に比べ４億2百万円（72.6％）の減少、営業損失は25百万円（前年同期

は21百万円の営業損失）となりました。

３）　アジア地域におきましては、特にインドネシア国内販売の減少により売上高は42百万円と前年同期に比べ18

百万円（30.0％）の減少となりましたが、営業利益は11百万円（前年同期は４百万円の営業損失）となりまし

た。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は62億53百万円となり、

第２四半期連結会計期間末と比べ3億16百万円（5.3％）増加しました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は63百万円（前年同期比1億57百万円の減少）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益１億66百万円、減価償却費8億84百万円、賞与引当金の減少額1億63百

万円、退職給付引当金の減少3億46百万円、棚卸資産の増加3億40百万円、事業構造改善に伴う支出3億35百万円

等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は3億89百万円（前年同期比33.0％減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出3億78百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得た資金は7億79百万円となりました。

これは主に、短期借入金の減少額2億29百万円、長期借入れによる収入12億円、長期借入金の返済による支出1

億90百万円によるものです。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　なお、当社は財務及び事業方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第3号に掲げる事項）は次のとおりであります。

１）会社支配に関する基本方針の内容

　当社の株式の在り方について、当社は、株主は株式等の市場での自由な取引を通じて決まるものと考えてお

り、当社の株式に対する大規模買付提案があった場合でも、これを一概に否定するものではありません。

　しかしながら、近年わが国の資本市場においては、株主に買収内容を判断するために必要な合理的な情報・期

間を十分に与えることなく、一方的に大規模買付提案を強行する動きが顕在化しており、これら大規模買付提

案の中には、濫用目的によるものや、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの等、企業価値

および株主共同の利益を毀損するおそれのあるものも想定されます。

　当社は、当社の財務および事業方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の企業理念、当社の企業価値

の源泉、当社のステークホルダーとの信頼関係を理解し、当社の企業価値および株主共同利益を中長期的に確

保・向上させる者でなければならないと考えております。

　従いまして、当社の企業価値および株主共同利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案又は、これ

に類似する行為を行う者は、当社の財務および事業方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

　当社では、当社の企業価値および株主共同利益を向上させるための取組みとして以下の施策を実施しており

ます。これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

２）基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針が決定されることを防止するための

取り組み

　当社は当社株式等の大規模買付行為に関する対応方針（以下「本対応方針」と言います。)の導入を平成20年

6月24日開催の当社第75回定時株主総会において決議しております。

　本対応方針の内容については、当社ホームページ（http://www.uvc.co.jp）をご参照下さい。

３）本対応方針が会社支配に関する基本方針に沿うものであること、当社の企業価値および当社株主共同の利益

を損なうものでないこと、及び当社役員の地位の維持を目的とするものでないことならびにその理由　

①本対応方針が会社支配に関する基本方針に沿うものであること

　本対応方針は、大規模買付ルールの内容、大規模買付行為がなされた場合の対応方針、独立委員会の設置、株主

および投資家の皆様に与える影響等を定めるものです。

　本対応方針は、大規模買付者が大規模買付行為に関する必要かつ十分な情報を当社取締役会に事前に提供す

ること、および取締役会評価期間が経過した後にのみ大規模買付行為を開始することを求め、大規模買付ルー

ルを遵守しない大規模買付者に対して当社取締役会が対抗措置を講じることがあることを明記しています。

　また大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、大規模買付者の大規模買付行為が当社の企業価値

および株主共同の利益を著しく損なうものと当社取締役会が判断した場合には、大規模買付者に対して当社取

締役会は当社の企業価値および株主共同の利益を守るために適切と考える対抗措置を講じることがあること

を明記しています。

　このように本対応方針は、会社支配に関する基本方針の考えに沿うものであるといえます。

②本対応方針が当社株主の共同の利益を損なうものでないこと

　「会社支配に関する基本方針」で述べたとおり、会社支配に関する基本方針は、当社株主の共同の利益を尊重

することを前提としています。本対応方針は、会社支配に関する基本方針の考え方に沿って設計され、当社株主

の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や当社取締役会の意見の提供、代替案の

提示を受ける機会の提供を保障することを目的としております。本対応方針によって、当社株主および投資家

の皆様は適切な投資判断を行なうことができますので、本対応方針が当社株主の共同の利益を損なうものでは

なく、むしろその利益に資するものであると考えます。

　さらに、当社株主が望めば本対応方針の廃止も可能であることは、本対応方針が当社株主の共同の利益を損な

わないことを担保していると考えます。

４）当社における企業価値および株主共同利益向上の取組みについて

①企業価値および株主共同利益向上への取組み

　昨今のわが国の経済は世界経済の低迷により、欧米および日本を中心とした自動車の減産が続いております。

当社グループにおいても過去に経験したことのないこの厳しい事業環境は今後も続くものと思われます。

　この様な厳しい状況を乗り切り生き残るため、当社グループではこの状況を体質強化のチャンスとして受け

止め、売上高が40％下がっても生き残れる筋肉質な体質をつくる活動を推進中であります。具体的には製品コ

ストを1円でも安く、外に出るお金を徹底的に減らし、業務効率化などムダの撲滅を図っております。

　更に次世代に向けた商品や技術を開発するため”ものづくり”の強化と新技術の実用化に向けた商品の開発

を推進させ、企業価値向上に取り組んでまいります。

②コーポレート・ガバナンスへの取組み
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　当社はコーポレート・ガバナンスを充実することが株主の利益を実現する上で重要であると考えており、経

営の透明性と効率性の向上ならびに経営環境の変化に迅速に対応するために執行役員制度を導入し、経営と執

行機能の分離を図っております。また経営内容の迅速な情報開示に努めるとともにインターネットのホーム

ページを通じて経営理念、環境方針、投資家情報の提供を行なうなど、公正性と透明性を高めることに努め、全

てのステークホルダーの皆様との信頼関係をより強固なものにし、企業価値の安定的向上を目指してまいりま

す。

　取締役会は定時取締役会を1ヶ月に１回開催するとともに必要に応じて臨時取締役会を開催し、経営に関する

重要事項について充分な審議を行い決定に繋げております。執行役員会も月次定例ならび随時に開催し、経営

環境の急激な変化に対応可能な執行体制を敷いております。

　内部統制強化のために内部監査室において、内部牽制と監視体制の強化をしております。　

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、3億17百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 
(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,396,787 23,396,787
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 23,396,787 23,396,787 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日　
－ 23,396,787 － 3,500,000 － 1,812,751

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。 
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができませんので、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

普通株式  2,342,600
－

－
(相互保有株式)

普通株式　 　83,300
－

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,951,300 209,513 －

単元未満株式 普通株式　 　19,587 － －

発行済株式総数 23,396,787 － －

総株主の議決権 － 209,513 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,680株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数26個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱富士部品製作所 静岡県湖西市鷲津2518-1 83,300 － 83,300 0.36

㈱ユニバンス 静岡県湖西市鷲津2418 2,342,600 － 2,342,600 10.01

計 － 2,425,900 － 2,425,900 10.37

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 220 227 233 233 230 230 233 210 200

最低（円） 170 186 200 198 203 197 180 177 152

　（注）　株価の最高・最低は、東京証券取引所市場第二部の市場相場によるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,272,778 5,146,336

受取手形及び売掛金 8,296,432 6,912,684

製品 769,221 685,093

仕掛品 1,069,656 993,190

原材料及び貯蔵品 1,567,021 2,024,122

繰延税金資産 2,431 8,885

その他 819,506 491,157

貸倒引当金 △13,330 △10,442

流動資産合計 18,783,716 16,251,027

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,231,058 10,215,042

減価償却累計額 △6,988,461 △6,777,712

建物及び構築物（純額） 3,242,597 3,437,330

機械装置及び運搬具 52,332,491 52,751,758

減価償却累計額及び減損損失累計額 △43,457,347 △42,388,132

機械装置及び運搬具（純額） 8,875,143 10,363,626

工具、器具及び備品 4,066,436 4,268,272

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,589,267 △3,666,036

工具、器具及び備品（純額） 477,169 602,235

土地 ※1
 2,562,859

※1
 2,560,130

建設仮勘定 14,711 29,343

有形固定資産合計 15,172,480 16,992,666

無形固定資産 943,181 1,085,199

投資その他の資産

投資有価証券 3,051,000 2,069,188

その他 72,320 79,296

貸倒引当金 △12,767 △11,504

投資その他の資産合計 3,110,553 2,136,980

固定資産合計 19,226,216 20,214,847

資産合計 38,009,933 36,465,874

EDINET提出書類

株式会社ユニバンス(E02183)

四半期報告書

14/30



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,002,701 4,282,714

短期借入金 2,089,226 1,212,975

未払金 987,289 1,526,271

未払費用 1,735,485 1,464,749

未払法人税等 51,239 33,866

賞与引当金 271,024 493,542

事業構造改善引当金 723,561 －

環境対策引当金 28,563 28,563

その他 382,079 74,742

流動負債合計 12,271,171 9,117,425

固定負債

長期借入金 8,428,114 7,825,821

繰延税金負債 706,000 368,358

退職給付引当金 2,631,950 3,402,557

役員退職慰労引当金 307,880 309,880

その他 7,523 9,000

固定負債合計 12,081,468 11,915,617

負債合計 24,352,640 21,033,043

純資産の部

株主資本

資本金 3,500,000 3,500,000

資本剰余金 2,075,882 2,075,882

利益剰余金 8,343,842 10,760,960

自己株式 △625,318 △625,278

株主資本合計 13,294,405 15,711,564

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 766,067 153,941

為替換算調整勘定 △576,391 △585,041

評価・換算差額等合計 189,675 △431,099

少数株主持分 173,211 152,366

純資産合計 13,657,292 15,432,831

負債純資産合計 38,009,933 36,465,874
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 51,366,378 34,146,494

売上原価 46,871,695 32,062,238

売上総利益 4,494,683 2,084,255

販売費及び一般管理費

荷造費 189,981 92,541

人件費 2,233,762 1,594,894

賃借料 123,304 84,033

減価償却費 346,943 336,958

賞与引当金繰入額 233,346 206,591

退職給付費用 97,594 104,985

その他の販売費 1,427,470 924,780

販売費及び一般管理費合計 4,652,404 3,344,785

営業損失（△） △157,721 △1,260,529

営業外収益

受取利息 1,283 6,403

受取配当金 68,140 15,769

為替差益 9,801 －

受取賃貸料 21,208 20,786

持分法による投資利益 4,193 13,216

その他 84,056 43,877

営業外収益合計 188,684 100,053

営業外費用

支払利息 41,082 130,985

為替差損 － 6,403

その他 3,881 1,746

営業外費用合計 44,964 139,135

経常損失（△） △14,000 △1,299,610

特別利益

固定資産売却益 4,340 1,968

貸倒引当金戻入額 65 590

事業整理損失引当金戻入額 30,102 －

国庫補助金 17,300 －

退職給付引当金戻入額 5,867 －

退職給付制度改定益 － 268,270

特別利益合計 57,676 270,829

特別損失

固定資産売却損 － 3,488

固定資産除却損 86,134 15,590

固定資産圧縮損 8,086 －

事業構造改善費用 － ※1
 1,327,590

環境対策引当金繰入額 1,359 －

その他 21,009 －

特別損失合計 116,589 1,346,668

税金等調整前四半期純損失（△） △72,913 △2,375,450

法人税等合計 3,219,843 25,101

少数株主利益 17,366 16,566

四半期純損失（△） △3,310,123 △2,417,118
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 14,251,720 13,141,760

売上原価 13,634,619 11,789,823

売上総利益 617,101 1,351,937

販売費及び一般管理費

荷造費 46,684 32,330

人件費 835,879 497,791

賃借料 27,112 25,397

減価償却費 131,529 113,001

賞与引当金繰入額 21,414 118,041

役員賞与引当金繰入額 △6,500 －

退職給付費用 33,051 37,017

その他の販売費 370,285 342,053

販売費及び一般管理費合計 1,459,455 1,165,633

営業利益又は営業損失（△） △842,354 186,304

営業外収益

受取利息 309 1,811

受取配当金 26,847 3,088

為替差益 5,982 －

受取賃貸料 7,102 6,248

持分法による投資利益 △1,644 9,334

その他 23,854 9,353

営業外収益合計 62,450 29,836

営業外費用

支払利息 12,291 42,541

為替差損 － 5,124

その他 2,474 697

営業外費用合計 14,765 48,362

経常利益又は経常損失（△） △794,668 167,777

特別利益

固定資産売却益 210 －

貸倒引当金戻入額 △151 △41

特別利益合計 58 △41

特別損失

固定資産売却損 － 409

固定資産除却損 26,786 984

その他 16,575 －

特別損失合計 43,362 1,393

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△837,972 166,342

法人税等合計 3,035,361 10,526

少数株主利益 6,379 8,331

四半期純利益又は四半期純損失（△） △3,879,712 147,484
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △72,913 △2,375,450

減価償却費 3,141,009 2,602,338

事業構造改善費用 － 1,327,590

持分法による投資損益（△は益） △4,193 △13,216

退職給付引当金の増減額（△は減少） △249,579 △771,179

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △56,925 △2,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △633,042 △222,517

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,000 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,212 4,150

受取利息及び受取配当金 △70,448 △22,173

為替差損益（△は益） 16,101 △750

支払利息 41,082 130,985

固定資産除売却損益（△は益） 81,793 17,110

固定資産圧縮損 △8,086 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,079,075 △1,697,718

たな卸資産の増減額（△は増加） △476,365 302,009

その他の固定資産の増減額（△は増加） △8,064 6,976

その他の流動資産の増減額（△は増加） △64,513 △2,064

仕入債務の増減額（△は減少） △2,873,308 1,709,015

未払費用の増減額（△は減少） △321,224 143,574

その他の流動負債の増減額（△は減少） △120,794 307,035

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △1,476

小計 2,389,812 1,442,238

利息及び配当金の受取額 69,423 22,126

利息の支払額 △40,419 △134,402

事業構造改善に伴う支出 － △432,268

法人税等の支払額 △794,141 △18,977

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,624,675 878,716

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,800 △10,265

定期預金の払戻による収入 － 2,408

投資有価証券の取得による支出 △3,971 △1,755

有形固定資産の取得による支出 △1,496,072 △1,228,776

有形固定資産の売却による収入 4,730 6,268

無形固定資産の取得による支出 △396,937 △13,905

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,894,051 △1,246,024

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 121,690 △125,496

長期借入れによる収入 800,000 2,200,000

長期借入金の返済による支出 △539,512 △595,960

自己株式の取得による支出 △379 △39

配当金の支払額 △231,552 －

少数株主への配当金の支払額 △385 －

自己株式の売却による収入 35 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 149,896 1,478,503
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,716 7,390

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132,196 1,118,585

現金及び現金同等物の期首残高 1,225,527 5,134,536

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,093,331 6,253,121
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．棚卸資産の実地棚卸の省略 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の算出に関して、実地棚卸を省略し

前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出し

ております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（退職給付引当金）

　当社は、平成21年４月に適格退職年金制度について確定拠出年金制度へ移行しております。

　この移行に伴う影響額は、特別利益として268,270千円計上されております。

（事業構造改善引当金）

　当社の事業構造改善に伴い、今後発生が見込まれる費用について合理的な見積額を計上しております。　

　

EDINET提出書類

株式会社ユニバンス(E02183)

四半期報告書

20/30



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
　（平成21年３月31日）

※１　担保資産　

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営

において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められるものは、次の

とおりであります。

※１　担保資産　

　

　土地　　　　　　　　　　　　　　550,069千円　　　　 土地　　　　　　　　　　　　　　1,134,401千円　

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

────── ※１　事業構造改善費用の内訳は、次のとおりであります。　

　

　　設備移設および撤去費用他 787,143千円

　　減損損失 44,846千円

　　退職特別加算金他 495,600千円

　 　なお、減損損失の内容は、機械装置及び運搬具でありま

す。　

　

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,106,931千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △13,600千円

現金及び現金同等物 1,093,331千円

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 6,272,778千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △19,656千円

現金及び現金同等物 6,253,121千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　普通株式  23,396千株

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式  2,366千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

 　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 Ｍ／Ｔ
（千円）

四輪駆動装
置
（千円）

部品
（千円）

産業機械
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高                                 

①　外部顧客に対する売上

高
1,555,2792,994,9377,503,2312,134,42463,84714,251,720－ 14,251,720

②　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － 169,080169,080(169,080) －

計 1,555,2792,994,9377,503,2312,134,424232,92814,420,800(169,080)14,251,720

営業利益又は営業損失（△） △142,047△545,494△380,097216,5488,503△842,587(△233)△842,354

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 Ｍ／Ｔ
（千円）

四輪駆動装
置
（千円）

部品
（千円）

産業機械
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高                                 
①　外部顧客に対する売上

高
935,8843,772,1497,494,005866,10073,62013,141,760－ 13,141,760

②　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － 160,228160,228(160,228) －

計 935,8843,772,1497,494,005866,100233,84913,301,989(160,228)13,141,760

営業利益又は営業損失（△） △81,84385,350225,144△65,41822,760185,993(△311)186,304　　
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 Ｍ／Ｔ
（千円）

四輪駆動装
置
（千円）

部品
（千円）

産業機械
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高                                 

①　外部顧客に対する売上

高
5,708,50014,264,78924,877,5886,283,533231,96551,366,378－ 51,366,378

②　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － 528,908528,908(528,908) －

計 5,708,50014,264,78924,877,5886,283,533760,87451,895,286(528,908)51,366,378

営業利益又は営業損失（△） △109,673△380,892△185,595474,51843,041△158,600(△879)△157,721

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 Ｍ／Ｔ
（千円）

四輪駆動装
置
（千円）

部品
（千円）

産業機械
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高                                 
①　外部顧客に対する売上

高
2,515,1479,550,88819,028,7422,876,930174,78434,146,494－ 34,146,494

②　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － 202 424,362424,564(424,564)－

計 2,515,1479,550,88819,028,7422,877,133599,14734,571,059(424,564)34,146,494

営業利益又は営業損失（△） △454,791△114,115△343,009△395,21541,335△1,265,796(△5,267)△1,260,529

（注）　１．事業区分の方法

製品の種類、性質及び販売市場等の類似性を考慮して、「Ｍ／Ｔ事業」、「四輪駆動装置事業」、 「部品事

業」、「産業機械事業」、「その他事業」に区分しております。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

Ｍ／Ｔ ＳＵＶ車、商用車用トランスミッション

四輪駆動装置

４ＷＤ用トランスファー、フルタイム４ＷＤ用駆動力配分装置（ＡＸＣ）

トルク感応型カム式ＬＳＤ（ＳＵＲＥＴＲＡＣ）、ハイブリッド用ユニッ

ト、四輪バギー用部品

部品
オーバーランニングクラッチ、インプットシャフト、インナーレース、フラ

ンジコンパニオン、ディスクブレーキ、ステアリング用部品

産業機械
農業機械用トランスミッション、建設機械用減速機、フォークリフト用ト

ランスミッション、工作機械

その他 物流容器の洗浄、工場内作業、製品等輸送

        ３．追加情報

前第３四半期連結累計期間　

（有形固定資産の耐用年数の変更）

平成20年度税制改正による減価償却制度の法定耐用年数及び資産区分の見直しに伴い、第１四半期連結会計

期間より機械装置の耐用年数を短縮しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第３四半期連結累計期間の営業利益は、Ｍ／Ｔ事業で

43,748千円、四輪駆動装置事業で112,686千円、部品事業で250,561千円、産業機械事業で34,910千円、それぞれ

減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

①　外部顧客に対する売上高 13,636,574555,11160,03414,251,720 － 14,251,720

②　セグメント間の内部売上高

又は振替高
73,055 － 72,876145,931(145,931) －

計 13,709,629555,111132,91114,397,652(145,931)14,251,720

営業損失（△） △817,686△21,705△4,478△843,870(△1,516)△842,354

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

①　外部顧客に対する売上高 12,947,493152,26042,00713,141,760 － 13,141,760

②　セグメント間の内部売上高

又は振替高
38,393 － 58,281 96,675(96,675) －

計 12,985,886152,260100,28813,238,436(96,675)13,141,760

営業利益又は営業損失（△） 197,029△25,848 11,595182,776(△3,527)186,304
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

①　外部顧客に対する売上高 49,362,3551,836,812167,21051,366,378 － 51,366,378

②　セグメント間の内部売上高

又は振替高
475,817 － 291,338767,156(767,156) －

計 49,838,1731,836,812458,54952,133,534(767,156)51,366,378

営業利益又は営業損失（△） △251,83528,652 62,153△161,029(△3,308)△157,721

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                         

①　外部顧客に対する売上高 33,438,245605,123103,12534,146,494 － 34,146,494

②　セグメント間の内部売上高

又は振替高
184,158 － 114,947299,106(299,106) －

計 33,622,404605,123218,07234,445,600(299,106)34,146,494

営業利益又は営業損失（△） △1,215,417△95,571 25,721△1,285,267(△24,738)△1,260,529

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国々又は地域

(1)北米………アメリカ

 (2)アジア……インドネシア

      ３．追加情報

前第３四半期連結累計期間　

 （有形固定資産の耐用年数の変更）

平成20年度税制改正による減価償却制度の法定耐用年数及び資産区分の見直しに伴い、第１四半期連結会計

期間より機械装置の耐用年数を短縮しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第３四半期連結累計期間の営業損失は、日本で441,906

千円増加しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,893,682 79,324 1,973,007

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 14,251,720

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合

（％）
13.3 0.5 13.8

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,697,727 104,544 2,802,272

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 13,141,760

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合

（％）
20.5 0.8 21.3

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 5,613,222 223,794 5,837,016

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 51,366,378

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合

（％）
10.9 0.5 11.4

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 4,464,739 169,507 4,634,247

Ⅱ　連結売上高（千円） － － 34,146,494

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合

（％）
13.1 0.5 13.6

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に対する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米………アメリカ・カナダ

(2)その他の地域……インドネシア・オーストラリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

（デリバティブ取引関係）

　当社グループが行うデリバティブ取引はいずれもヘッジ目的でありヘッジ会計を適用しているため、開示の対象

から除いております。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 641.17円 １株当たり純資産額 726.58円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △157.39円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △114.93円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純損失（千円） △3,310,123 △2,417,118

普通株式に係る四半期純損失（千円） △3,310,123 △2,417,118

期中平均株式数（千株） 21,031 21,030

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △184.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 7.01円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △3,879,712 147,484

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）

△3,879,712 147,484

期中平均株式数（千株） 21,031 21,030

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　平成20年３月31日以前に取引を開始した所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係

る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比

較して著しい変動がありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

株式会社ユニバンス

取締役会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鬼頭　潤子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユニバンス

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユニバンス及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月５日

株式会社ユニバンス

取締役会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山内　和雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鬼頭　潤子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユニバンス

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユニバンス及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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